
は

じ

め

に

伊
予
で
は
、
道
後
平
野
を
見
下
ろ
す
三
坂
峠
が
瀬
戸
内
側
と
太
平
洋
側
の
分
水
嶺

で
あ
る
よ
う
に
、
海
岸
部
の
平
野
の
背
後
ま
で
四
国
山
地
の
高
峻
な
山
々
が
迫
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
地
形
的
な
特
徴
の
た
め
に
、
山
の
世
界
と
海
の
世
界
が
交
わ
る
地

域
に
、
二
つ
の
世
界
の
接
点
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
中
世
の
伊
予
郡
か

ら
浮
穴
郡
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
山
岳
勢
力
と
海
上
勢
力
が
と
も
に
活
動
の
足
跡

を
残
し
て
い
る
。

近
年
、
山
内
譲
氏
を
中
心
と
し
て
中
世
瀬
戸
内
海
の
海
賊
衆
・
海
上
勢
力
の
研
究

が
深
化
し
、
多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
つ
つ
あ

（
１
）

る
。
村
上
氏
（
能
島
・
来
島
・
因
島
）・

忽
那
氏
・
二
神
氏
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
「
島
方
」
の
領
主
と
捉
え
ら
れ
る
存
在
で
あ

（
２
）

り
、
中
世
後
期
の
瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
強
大
な
勢
力
を
ふ
る
っ
た
。
一
方
、
同
じ

頃
、
道
後
平
野
の
南
部
に
位
置
す
る
伊
予
郡
や
浮
穴
郡
に
は
、
森
山
氏
・
大
野
氏
な

ど
、
背
後
の
山
々
か
ら
平
野
部
へ
の
進
出
を
う
か
が
う
領
主
た
ち
が
存
在
し
た
。
彼

ら
「
山
方
」
の
領
主
た
ち
は
、
島
方
領
主
と
同
様
、
伊
予
国
守
護
で
あ
る
河
野
氏
に

対
し
て
一
定
の
自
立
性
を
保
持
し
て
い

（
３
）

た
。
分
国
支
配
の
安
定
・
強
化
を
め
ざ
す
河

野
氏
に
と
っ
て
、
山
方
領
主
と
島
方
領
主
を
い
か
に
統
制
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
世
伊
予
の
島
方
領
主
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
比
し
て
、
山
方
領
主
に
関
す
る

研
究
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
や
は
り
山
内
氏
に
よ
る
、
森
山
・
土
岐
・
和
田
・
平
岡

氏
な
ど
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
領
主
支
配
の
様
相

を
個
別
的
に
分
析
す
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い

（
４
）

る
。
彼
ら
の
動
き
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
山
方
勢
力
の
総
体
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
山
方
領
主
の
存
在
形
態
や
勢
力
の
変
遷
を
探

り
、
伊
予
の
守
護
河
野
氏
権
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。一

山
方
領
主
の
道
後
平
野
進
出
と
細
川
氏

中
世
の
伊
予
郡
か
ら
浮
穴
郡
に
か
け
て
、
自
立
性
の
強
い
山
方
領
主
層
が
平
野
部

に
降
り
て
く
る
動
き
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
森
山
氏
と
大
野
氏

中
世
伊
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で
あ
る
。

森
山
氏
は
、
大
洲
市
南
部
の
森
山
周
辺
の
出
身
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
勢
力
を
拡
大

し
て
伊
予
郡
南
部
に
進
出
し
て
き
た
と
い
う
。
伊
予
市
大
平
曽
根
に
あ
る
石
造
五
重

塔
（
県
指
定
史
跡
、
高
さ
三
三
〇
セ
ン
チ
）
は
、
森
山
氏
の
供
養
塔
と
伝
承
さ
れ
、

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
の
銘
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
予
市
下
唐
川
馬
場
に

は
、
森
山
氏
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
伝

承
の
真
偽
は
定
か
で
な
い
が
、
中
世
後
期
の
森
山
氏
が
伊
予
郡
南
部
の
大
平
曽
根
に

本
拠
を
構
え
て
領
主
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
城
館
（
天

神
森
城
と
森
山
館
里
城
）
は
、
道
後
平
野
か
ら
山
間
に
入
る
街
道
を
お
さ
え
る
要
地

に
立
地
し
て
い

（
５
）

る
。

『
予
章
記
』
に
よ
れ
ば
、
正
平
年
中
、「
宇
和
・
山
方
」
の
大
野
・
森
山
ら
が
南

朝
に
属
し
て
足
利
方
と
交
戦
し
た
と
さ
れ
る
。『
予
陽
河
野
家
譜
』
に
も
、「
山
方
衆

大
野
・
森
山
・
伊
賀
上
」
ら
が
所
々
の
足
利
方
の
城
を
落
と
し
た
と
出
て
く
る
。
永

享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
に
は
、
森
山
氏
は
松
前
某
の
玉
生
荘
所
務
職
請
文
の
口
入

人
と
な
っ
て
お

（
６
）

り
、
伊
予
郡
北
部
の
沿
岸
地
域
で
あ
る
松
前
か
ら
玉
生
荘
に
か
け
て

の
一
帯
も
森
山
氏
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
山
氏
は
、
山
岳
部
と
平

野
部
が
交
わ
る
地
域
に
拠
点
を
す
え
な
が
ら
、
海
岸
部
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
野
氏
は
久
万
山
の
国
人
領
主
で
あ
り
、
土
佐
の
守
護
細
川
氏
と
結
び
な

が
ら
平
野
部
に
進
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。「
大
野
系
図
」
に
は
、
永
徳
二
年
（
一
三

八
二
）
に
神
崎
荘
北
方
三
分
二
と
余
戸
村
・
窪
田
村
分
領
に
知
行
を
確
保
し
た
こ
と

を
示
す
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い

（
７
）

る
。
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）、
余
戸
庄
・
吉
原
郷

地
頭
職
、
松
前
浜
が
足
利
義
満
か
ら
伊
予
安
国
寺
に
寄
進
さ
れ
た

（
８
）

が
、
河
野
通
之
の

遵
行
状
に
お
い
て
は
「
余
戸
庄
内
大
野
・
森
山
先
知
行
分
所
領
」
と
表
現
さ
れ
て
い

（
９
）

る
。
大
野
氏
や
森
山
氏
の
所
領
が
伊
予
郡
北
部
の
余
戸
周
辺
に
存
在
し
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。「
大
野
系
図
」
に
は
、
大
野
氏
が
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
に
伊

予
郡
の
岡
田
北
に
所
領
を
獲
得
し
た
こ
と
も
見
え
て
い

（
１０
）

る
。

森
山
氏
と
大
野
氏
は
た
び
た
び
確
執
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。「
大
野
系
図
」
は
、

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
大
野
氏
が
寒
水
に
あ
っ
た
森
山
氏
の
当
知
行
分
を
獲
得

し
た
文
書
を
載
せ

（
１１
）

る
。
ま
た
、
や
は
り
永
享
年
間
の
史
料
に
、
大
野
氏
が
森
山
氏
と

の
抗
争
停
止
を
求
め
る
幕
命
に
背
い
て
寒
水
・
立
石
に
押
し
寄
せ
た
た
め
、
将
軍
足

利
義
教
は
こ
れ
を
罰
し
て
大
野
跡
を
森
山
氏
に
宛
行
っ
た
こ
と
が
見
え

（
１２
）

る
。
両
氏
の

対
立
の
主
た
る
原
因
は
、
寒
水
付
近
の
知
行
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、

義
教
の
命
を
受
け
て
伊
予
国
守
護
河
野
犬
正
（
教
通
）
が
事
態
の
収
拾
に
当
た
っ
て

い
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
四
国
を
勢
力
基
盤
と
す
る
大
名
細
川
氏
も
、
伊
予
の
山
方
勢

力
に
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
安
六
年
（
一
四

四
九
）
頃
、
細
川
勝
元
が
大
野
宮
内
少
輔
に
書
状
を
送
り
、
森
山
兵
庫
助
と
の
和
睦

と
河
野
通
春
へ
の
合
力
を
求
め
て
い

（
１３
）

る
。
こ
の
時
期
、
通
春
と
河
野
教
通
・
宇
都
宮

遠
江
守
と
の
抗
争
が
起
き
て
お
り
、
細
川
氏
は
大
野
・
森
山
両
氏
を
と
も
に
通
春
方

に
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
野
氏
や
森
山
氏
と
細
川
氏
と
の
結
び
つ
き
は
、

河
野
氏
の
内
紛
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
通
春
を
支
持
す
る
細
川
氏
は
、
山
方
領

主
た
ち
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、
彼
ら
同
士
の
確
執
を
抑
止
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
春
に
敵
対
す
る
教
通
側
も
彼
ら
山
方
勢
力
を
味
方

に
つ
け
よ
う
と
画
策
を
行
な
っ
て
い
る
。
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
頃
、
重
見
通
実

は
、
以
前
に
通
春
に
随
身
す
べ
き
と
の
上
意
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今
回
の
幕
命

に
従
う
の
が
遅
れ
た
こ
と
を
詫
び
た
上
で
、
宇
和
郡
・
喜
多
郡
の
領
主
や
大
野
・
森

山
両
氏
と
談
合
し
て
幕
命
に
従
い
教
通
方
に
立
つ
こ
と
を
誓
っ
て
い

（
１４
）

る
。
実
際
、
重

見
・
森
山
氏
ら
の
与
力
の
請
文
が
上
使
の
小
早
川
安
芸
守
・
杉
原
伯
耆
守
に
提
出
さ

れ
た
よ
う
で
あ

（
１５
）

る
。
し
か
し
、
翌
年
十
月
に
幕
府
軍
が
森
山
館
里
城
に
攻
め
寄
せ
、

天
神
森
合
戦
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
方
領
主
た
ち
は
基
本
的
に

１７
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細
川
氏
―
河
野
通
春
方
で
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ

（
１６
）

る
。

宇
和
郡
の
西
園
寺
氏
の
内
紛
を
将
軍
が
京
都
で
和
睦
さ
せ
た
と
き
、「
伊
予
住
人
」

の
宇
都
宮
氏
と
森
山
氏
が
立
会
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
森
山
氏
な
ど

は
京
都
に
上
っ
て
活
動
す
る
場
合
も
あ
っ

（
１７
）

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
森
山
氏
を
奉
公
衆
に

準
じ
る
存
在
と
す
る
見
方
が
あ
る
の
に
対
し

（
１８
）

て
、
山
内
譲
氏
は
む
し
ろ
森
山
氏
と
細

川
氏
の
間
に
被
官
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
森
山
氏
は
細
川
氏
の
指
示
に
従
っ
て
行
動

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

（
１９
）

る
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
細

川
氏
と
山
方
領
主
た
ち
の
関
わ
り
は
決
し
て
個
別
的
な
関
係
に
還
元
で
き
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
野
・
森
山
・
重
見
氏
ら
は
、
互
い
に
確
執
す

る
場
面
を
見
せ
な
が
ら
、
談
合
を
行
な
っ
て
共
同
歩
調
を
と
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
山
方
領
主
層
は
、
幕
府
や
細
川
氏
、
河
野
氏
な
ど
か
ら
一
体
的
な
存
在
と

み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
は
個
別
に

細
川
氏
と
被
官
関
係
で
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
山
方

領
主
と
し
て
の
自
立
性
・
主
体
性
を
共
通
基
盤
と
し
な
が
ら
、
守
護
河
野
氏
に
対
抗

す
る
た
め
、
背
後
の
土
佐
か
ら
勢
力
浸
透
を
図
る
細
川
方
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く

と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
野
氏
の
場
合
、
既
に
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
細
川
頼
有
感
状
が
発
給
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
細
川
氏
と
の
関
係
は
南
北
朝
期
に
さ
か
の
ぼ

（
２０
）

る
。
当
時
は
細
川
氏

が
伊
予
国
守
護
職
を
確
保
し
て
い
た
時
期
で
、
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
に
は
頼
有

か
ら
闕
所
地
が
預
け
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

（
２１
）

た
。
南
北
朝
期
の
末
、
細
川
氏

は
東
予
二
郡
を
除
い
て
分
国
支
配
権
を
失
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
細
川
氏
の
山
方

領
主
た
ち
に
対
す
る
影
響
力
は
消
滅
し
て
は
い
な
い
。
応
永
年
間
、
土
佐
で
佐
川
氏

の
反
乱
が
起
き
た
と
き
、
細
川
氏
は
大
野
・
富
永
氏
ら
の
伊
予
勢
に
出
兵
を
要
請
し

た
。
細
川
満
元
は
大
野
氏
に
対
し
て
、「
国
境
之
事
ニ
て
候
得
者
、
憑
入
候
、
無
等

閑
候
者
悦
入
候
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
喜
多
郡
の
宇
都
宮
方
へ
の
働
き
か
け
も
期

待
し
て
い

（
２２
）

る
。

宝
徳
年
間
に
は
、
幕
府
が
大
野
氏
に
対
し
て
、
土
佐
国
高
岡
郡
の
津
野
氏
を
退
治

す
る
た
め
土
佐
守
護
代
と
共
に
活
動
す
る
よ
う
命
じ
て
い

（
２３
）

る
。
細
川
氏
の
意
を
う
け

た
大
平
元
国
は
、
津
野
境
目
ま
で
の
軍
勢
出
動
を
大
野
氏
に
要
請
す
る
の
で
あ

（
２４
）

る
。

こ
の
と
き
大
野
宮
内
少
輔
は
自
ら
土
佐
に
進
攻
し
た
ら
し
く
、
こ
れ
を
謝
し
た
細
川

勝
元
書
状
が
同
人
に
宛
て
て
発
給
さ
れ

（
２５
）

た
。
細
川
持
賢
も
土
佐
の
弘
岡
合
戦
で
の
粉

骨
を
ね
ぎ
ら
う
書
状
を
同
人
に
送
付
し
て
い

（
２６
）

る
。

こ
の
よ
う
に
、
管
領
家
と
し
て
幕
政
に
大
き
な
発
言
力
を
も
ち
、
同
時
に
土
佐
国

守
護
で
も
あ
っ
た
細
川
氏
は
、
幕
府
を
バ
ッ
ク
に
伊
予
の
山
方
領
主
に
働
き
か
け
彼

ら
の
軍
事
行
動
を
引
き
出
し
て
い
る
。
大
野
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
久
万
山
地
域
は
分

水
嶺
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
土
佐
側
に
通
じ
て
お
り
、
隣
国
の
有
力
守
護
で
あ
る
細
川

氏
の
影
響
力
が
国
境
を
越
え
て
こ
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
伊
予
の
山
方
領
主
と
細
川
氏
の
緊
密
な
関
係
は
、
細
川
氏
の
隣
国
守
護
と

し
て
の
立
場
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
般
に
、
守
護
の
権
限
が
及
ぶ
の
が
国
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
例
外
的
に
守
護
の
権
限
が
隣
国
に
及
ぶ
事
例
が
認
め
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）、
周
防
国
守
護
大
内
氏
は
「
雖

他
国
事
候
」
と
述
べ
な
が
ら
、
安
芸
の
毛
利
氏
の
安
堵
申
請
を
幕
府
に
取
り
次
い
で

い
（
２７
）

る
。
ま
た
、
石
見
に
も
強
い
影
響
力
を
も
つ
大
内
氏
は
、
正
長
二
年
（
一
四
二

九
）
に
守
護
山
名
氏
を
さ
し
お
い
て
石
見
国
人
の
紛
争
調
停
に
乗
り
出
し
て
い

（
２８
）

る
。

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
七
月
二
十
八
日
、
大
内
氏
の
有
力
内
衆
で
あ
っ
た
内
藤
智

得
は
、
石
見
の
益
田
氏
に
対
し
て
父
親
の
討
死
を
賞
す
る
将
軍
義
教
の
御
内
書
を
伝

達
し
て
い
る

（
２９
）

が
、
当
時
の
石
見
国
守
護
も
大
内
氏
で
な
く
山
名
氏
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
に
は
、
備
後
国
守
護
山
名
時
�
が
守
護
代
犬
橋
氏
を
安

芸
と
の
国
境
に
派
遣
し
、
芸
州
勢
の
軍
勢
催
促
を
行
な
わ
せ
よ
う
と
し
た
事
例
も
あ

川

岡

勉
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（
３０
）

る
。
こ
れ
は
、
九
州
で
大
内
氏
と
大
友
氏
の
争
い
が
起
き
て
お
り
、
両
氏
の
争
い
は

上
意
に
よ
る
も
の
で
な
く
私
儀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
上
意
に
よ
る
軍
勢
動
員

は
避
け
た
い
と
考
え
た
幕
府
が
、「
隣
国
事
間
、
山
名
定
可
有
才
学
歟
」
と
し
て
山

名
氏
の
意
見
を
求

（
３１
）

め
、
「
山
名
私
儀
」・「
山
名
内
々
儀
」
に
よ
る
安
芸
・
石
見
勢
動

員
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
述
べ
て
き
た
土
佐
細
川
氏
の
伊
予
勢
動
員
に
つ
い
て
も
、
隣
国
守
護
の
論

理
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
伊
予
か
ら
土
佐
に
か
け
て
の
山
岳
部
は

山
方
領
主
た
ち
が
自
立
的
な
勢
力
を
確
保
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
彼
ら
は
伊
予
の

守
護
河
野
氏
に
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
伊
予
国
内

の
紛
争
で
あ
れ
ば
河
野
氏
の
国
成
敗
権
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る

（
３２
）

が
、
土
佐
国
内
の
合
戦

に
つ
い
て
隣
国
守
護
細
川
氏
に
よ
る
動
員
が
か
け
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
両
属
的
地
域
に
あ
っ
て
、
彼
ら
は
河
野
氏
に
対
抗
す
る
た
め
細
川
氏

と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
り
、
細
川
氏
と
の
結
び
つ
き
の
理
由
を
被
官
関
係

に
求
め
る
だ
け
で
は
、
彼
ら
の
主
体
的
な
動
き
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

寛
正
伊
予
の
乱
と
山
方
勢
力

応
永
年
間
か
ら
始
ま
る
河
野
氏
の
分
裂
・
抗
争
の
背
後
に
は
、
幕
政
の
中
枢
に
い

た
細
川
氏
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。
河
野
氏
惣
領
家
と
対
立
す
る
庶
子
家
（
予
州

家
）
の
当
主
河
野
通
之
・
通
元
の
名
乗
り
は
、
い
ず
れ
も
細
川
氏
の
偏
諱
で
あ
り
、

四
国
で
た
だ
一
つ
細
川
一
門
の
分
国
で
な
か
っ
た
伊
予
に
対
し
て
、
細
川
氏
は
予
州

家
を
通
じ
て
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
内
戦
が
教
通
と
通
春
の

争
い
に
引
き
継
が
れ
て
以
後
も
、
細
川
勝
元
は
予
州
家
の
通
春
を
支
持
す
る
態
度
を

示
し
つ
づ
け
た
。

嘉
吉
の
乱
で
将
軍
義
教
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
後
継
の
第
七
代
・
第
八
代
将
軍
が
い

ず
れ
も
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
に
、
将
軍
家
の
上
意
が
事
実
上
不
在
と
い
う
状
況
が
し

ば
ら
く
続
い
た
。
幕
政
の
実
権
は
、
両
管
領
家
、
す
な
わ
ち
畠
山
氏
と
細
川
氏
が
掌

握
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
畠
山
持
国
と
細
川
勝
元
が
交
互
に
管
領
に
就
任
す

る
た
び
に
、
河
野
氏
の
内
戦
へ
の
幕
府
の
対
応
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
畠
山
氏
の

管
領
期
に
は
教
通
合
力
を
命
じ
た
幕
府
御
教
書
が
出
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
細
川
氏

の
管
領
期
に
は
通
春
合
力
が
命
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
将
軍
の
上
意
が
も
は
や
決
定

的
な
力
を
も
ち
え
な
く
な
る
中
で
、
諸
大
名
間
の
系
列
化
が
進
行
し
、
分
国
支
配
を

維
持
す
る
た
め
に
大
名
同
士
の
連
携
・
同
盟
関
係
に
依
拠
す
る
度
合
い
が
強
ま

（
３３
）

る
。

河
野
氏
の
内
戦
は
、
幕
政
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
有
力
大
名
間
の
対
立
構
造
と
密
接
に

連
動
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
康
富
記
』
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
五
月
三
十
日
条
に
、「
近
日
不
伺
上
意
、

管
領
以
我
成
敗
被
書
出
奉
書
・
御
教
書
事
等
、
及
度
々
」
と
記
さ
れ
、「
伊
予
国
守

護
職
事
、
不
伺
上
意
被
改
補
教
書
」
な
ど
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
管
領
細
川

勝
元
が
将
軍
の
上
意
を
無
視
し
て
勝
手
に
伊
予
国
守
護
職
を
改
補
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
半
月
前
に
は
、
勝
元
は
通
春
帰
国
へ
の
尽
力
を
賞
し
た
幕
府
御
教
書
を

因
島
村
上
氏
に
発
し
て
い
る
か

（
３４
）

ら
、
勝
元
が
通
春
を
守
護
に
補
任
し
た
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
意
を
無
視
さ
れ
た
将
軍
義
政
が
反
発

し
、「
至
成
敗
儀
者
、
一
往
可
被
経
公
方
」
と
命
じ
た
た
め
に
、
勝
元
は
管
領
辞
職

を
申
し
出
た
と
い
う
。

康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
の
末
に
な
る
と
、
伊
予
国
守
護
職
を
管
領
細
川
勝
元
が

獲
得
し
た
こ
と
が
判
明
す

（
３５
）

る
。
前
年
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
畠
山
氏
が
分
裂

し
、
こ
の
年
三
月
に
は
畠
山
持
国
が
没
す
る
と
い
う
事
態
に
乗
じ
て
、
勝
元
は
伊
予

の
守
護
職
を
強
引
に
奪
取
し
た
の
で
あ
る
。
伊
予
国
守
護
職
が
「
教
通
跡
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
さ
き
の
通
春
の
守
護
職
は
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
河
野
氏
の
分
裂
・
抗
争
は
、
結
局
、
予
州
家
を
通
じ
て
影

響
力
を
拡
大
さ
せ
た
細
川
氏
に
よ
る
伊
予
分
国
化
に
道
を
開
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

１９

中
世
伊
予
の
山
方
領
主
と
河
野
氏
権
力



る
。
こ
う
し
て
細
川
氏
は
、
念
願
の
全
四
国
の
分
国
化
と
い
う
野
望
を
達
成
す
る
に

至
っ
た
。

細
川
氏
に
守
護
職
を
奪
わ
れ
た
河
野
教
通
は
、
国
内
の
戦
闘
で
敗
戦
続
き
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。『
予
陽
河
野
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
教
通
は
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）

に
急
病
に
罹
り
、
弟
通
秋
を
養
子
と
し
て
家
督
を
継
が
せ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
通
秋
も
早
世
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
教
通
は
同
四
年
十
二
月
の
申
状
に
よ
っ

て
、
河
野
氏
歴
代
の
功
績
を
書
き
連
ね
た
上
で
、「
近
年
儀
、
不
慮
之
至
候
也
」
と

述
べ
、
元
通
り
守
護
職
と
恩
賞
地
の
回
復
を
求
め
て
い

（
３６
）

る
。
教
通
に
と
っ
て
大
き
な

打
撃
は
、
こ
の
年
、
畠
山
義
就
が
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
か
ら
脱
落
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
河
野
氏
惣
領
家
は
有
力
な
庇
護
者
を
失
い
、
新
た
な
庇
護
者
を

模
索
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
方
、
予
州
家
の
通
春
は
国
内
に
影
響
力
を
強
め
る
と
と
も
に
、
長
禄
三
年
十
二

月
に
足
利
義
持
仏
事
銭
を
負
担
す
る
な

（
３７
）

ど
、
幕
府
―
守
護
体
制
の
中
に
一
定
の
地
歩

を
築
い
た
。
石
野
弥
栄
氏
や
山
内
譲
氏
は
、
こ
こ
か
ら
通
春
が
伊
予
国
守
護
職
を
得

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い

（
３８
）

る
。
し
か
し
、
康
正
元
年
の
細
川
勝
元
が
守
護
職

を
拝
領
し
た
と
す
る
記
事
か
ら
す
れ
ば
、
伊
予
国
守
護
は
や
は
り
細
川
氏
で
あ
っ

て
、
通
春
は
そ
の
代
官
的
立
場
で
活
動
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
寛
正
年
間
の
戦
乱
の
い
き
さ
つ
か
ら
も
導
き
出
さ
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
六
月
二
十
六
日
、
久
万
山
出
雲
入
道
跡
を
大
野
氏
に
宛

行
っ
た
重
見
通
�
・
森
山
範
直
・
重
見
元
康
連
署
状
が
発
給
さ
れ
て
い

（
３９
）

る
。
翌
七
月

四
日
に
は
、
森
山
範
直
が
寒
水
西
方
の
知
行
権
を
大
野
氏
に
手
離
し
た
こ
と
が
判
明

す
（
４０
）

る
。
こ
う
し
て
、
大
野
・
森
山
・
重
見
氏
の
協
力
態
勢
が
固
め
ら
れ
て
い
く
中

で
、
彼
ら
山
方
領
主
た
ち
が
河
野
氏
に
反
乱
を
起
こ
し
て
細
川
勢
を
国
内
に
引
き
入

れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
。

『
築
山
本
河
野
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
に
重
見
・
森
山
・

南
・
得
能
・
和
田
氏
ら
数
十
人
が
一
揆
し
て
阿
波
・
讃
岐
・
土
佐
の
細
川
勢
を
伊
予

に
引
き
入
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
惣
領
家
の
教
通
は
在
京
し
て
い
た
た
め
、
予

州
家
の
通
春
は
教
通
の
弟
通
生
と
講
和
を
結
び
、
通
春
は
湊
山
に
楯
籠
り
、
通
生
は

恵
良
城
に
拠
っ
て
細
川
勢
に
対
抗
し
た
と
い
う
。
同
六
年
二
月
十
六
日
付
の
通
春
・

通
生
連
署
寄
進
状
が
善
応
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

（
４１
）

ら
、
両
家
の
講
和
は
事
実
で

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

寛
正
六
年
六
月
二
十
五
日
、
吉
川
・
小
早
川
・
得
屋
・
出
羽
氏
ら
安
芸
・
石
見
の

国
人
た
ち
に
対
し
て
管
領
畠
山
政
長
の
奉
書
（
室
町
幕
府
御
教
書
）
が
発
せ
ら
れ
、

通
春
退
治
の
た
め
「
申
請
」
の
旨
に
任
せ
て
細
川
勝
元
代
に
合
力
し
て
忠
節
を
尽
く

す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
翌
二
十
六
日
付
の
勝
元
書
状
で
は
、
御
教
書
の
旨

に
任
せ
て
通
春
退
治
に
合
力
す
る
こ
と
が
毛
利
・
出
羽
氏
ら
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。

河
野
伊
豫
守
通
春
退
治
事
、
早
任
被
申
請
之
旨
、
合
力
細
川
右
京
大
夫
代
、
可
被

致
忠
節
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

寛
正
六
年
六
月
廿
五
日

畠
山
政
長
也

尾
張
守
（
花
押
）

吉
川
次
郎
三
郎

（
４２
）

殿

河
野
伊
豫
守
通
春
對
治
事
、
任
御
教
書
之
旨
、
不
日
預
合
力
候
者
本
望
候
、
恐
々

謹
言
、

六
月
廿
六
日

勝

元
（
花
押
）

毛
利
少
輔
三
郎

（
４３
）

殿

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
で
は
い
ず
れ
も
通
春
の
退
治
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
惣
領
教
通
の
こ
と
は
何
ら
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
教

通
は
在
京
し
て
幕
府
に
守
護
職
回
復
を
歎
願
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
、
伊

予
国
内
は
事
実
上
通
春
方
が
制
圧
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
通
春
が
細
川
氏
に

川

岡

勉

２０



敵
対
す
る
姿
勢
に
転
じ
た
こ
と
が
、
戦
乱
の
発
端
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

（
４４
）

る
。
幕
府
に

通
春
退
治
を
「
申
請
」
し
た
主
体
は
細
川
勝
元
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま

い
。勝

元
が
大
野
氏
に
宛
て
た
書
状
に
は
、「
通
春
不
儀
既
露
顕
候
上
ハ
加
退
治
候
」

と
あ
り
、
大
野
・
森
山
・
重
見
氏
ら
山
方
領
主
た
ち
が
一
味
し
て
尽
力
し
た
こ
と
を

賞
し
て
い

（
４５
）

る
。
ま
た
、
同
じ
く
勝
元
が
毛
利
氏
に
宛
て
た
書
状
に
は
、「
伊
予
国
事
、

依
有
由
緒
、
代
々
被
成
下

御
判
候
之
處
、
河
野
通
春
不
儀
既
現
形
之
上
者
、
申
付

別
人
候
、
仍
及
弓
矢
候
」
と
記
さ
れ
て
い

（
４６
）

る
。
勝
元
に
対
す
る
通
春
の
不
儀
が
露
顕

し
、
通
春
に
代
え
て
別
人
に
申
し
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
乱
が
生
じ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
別
人
に
申
し
付
け
た
主
体
は
勝
元
で
あ
る
か
ら
、
勝
元
こ
そ
が
伊
予
国
守

護
職
を
握
っ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
勝
元
は
自
ら
の
守
護
支
配
に
背
い
た
通
春

を
退
治
す
る
た
め
に
、
細
川
氏
に
合
力
す
る
こ
と
を
命
じ
る
幕
府
御
教
書
を
引
き
出

し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
春
は
守
護
で
な
く
、
勝
元
の
守
護
代
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
細
川
勝
元
は
、
大
野
・
森
山
・
重
見
氏
ら
山
方
勢
力
と
結
ん
で
通

春
を
排
除
し
、
細
川
勢
に
よ
る
伊
予
の
直
接
支
配
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

室
町
幕
府
御
教
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
上
意
に
よ
り
動
員
さ
れ
た
軍
兵
が
通
春

退
治
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
上
意
に
背
い
て
通
春
に
加
勢
し
た
の
が
周

防
の
大
内
氏
で
あ
る
。『
築
山
本
河
野
家
譜
』
に
大
内
教
弘
と
河
野
氏
は
「
親
昵
之

好
」
あ
り
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
両
者
は
婚
姻
関
係
な
ど
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
細
川
氏
が
主
導
す
る
幕
府
に
背
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
内
氏
は
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
か
ら
離
脱
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
予
の
興
居
島
ま
で
進
出
し
た
大
内
教
弘
は
、
九
月
三
日
に
こ
の

島
で
病
死
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
の
子
政
弘
は
河
野
氏
を
支
援
す
る
態
度
を
崩

す
こ
と
は
な
く
、
湯
築
城
を
お
さ
え
て
い
た
土
佐
の
将
新
開
氏
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
。

細
川
勢
を
引
き
入
れ
た
伊
予
の
反
乱
軍
も
大
内
勢
の
前
に
敗
退
し
、
森
山
氏
が
道
前

に
走
っ
た
の
ち
殺
害
さ
れ
、
南
・
得
能
氏
も
湯
月
禅
城
寺
に
て
生
害
、
重
見
飛
騨
守

も
湊
山
で
生
害
し
た
と
い
う
。

こ
の
と
き
大
内
政
弘
が
家
臣
の
内
藤
弘
矩
に
宛
て
た
感
状
に
よ
れ
ば
、
九
月
十
六

ゆ
づ
き

日
に
「
井
付
合
戦
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

（
４７
）

る
。
こ
れ
は
湯
築
城
を
舞
台

と
す
る
合
戦
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
予
の
反
乱
軍
の
中
心
で
あ
っ
た
森
山
・
重

見
・
大
野
氏
ら
は
、
河
野
氏
に
対
し
て
自
立
性
を
も
つ
山
方
領
主
た
ち
で
あ
り
、
彼

ら
は
土
佐
方
面
か
ら
細
川
勢
を
国
内
に
引
き
入
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
湯
築
城
で

討
死
し
た
の
が
「
土
州
守
護
代
新
開
遠
江
守
」
で
あ
っ
た
こ
と

（
４８
）

も
、
土
佐
勢
の
進
攻

を
裏
付
け
て
い
る
。

一
方
、
大
内
氏
が
伊
予
に
渡
海
す
る
上
で
、
伊
予
の
島
方
領
主
た
ち
と
の
提
携
が

想
定
さ
れ
る
。
大
内
教
弘
が
病
死
し
た
興
居
島
は
、
通
春
の
拠
る
湊
山
城
の
沖
合
い

に
浮
か
ぶ
島
で
、
海
上
か
ら
道
後
平
野
を
に
ら
む
戦
略
的
要
地
で
あ
る
。
大
内
勢
は

興
居
島
か
ら
湊
山
城
の
河
野
通
春
の
救
援
を
図
る
一
方
、
兵
を
粟
井
坂
付
近
に
上
陸

さ
せ
、
山
伝
い
に
湯
築
城
を
攻
撃
し
た
と
い
う
。
興
居
島
は
忽
那
七
島
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
中
世
に
は
忽
那
一
族
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
忽
那
氏
は
河
野

氏
惣
領
家
の
通
生
に
通
じ
て
い
た
模
様
で
、
大
内
氏
に
よ
る
細
川
勢
の
撃
退
は
忽
那

氏
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ

（
４９
）

う
。

こ
の
よ
う
に
、
応
永
年
間
以
来
の
河
野
氏
の
内
紛
は
、
十
五
世
紀
半
ば
に
至
っ
て

細
川
氏
と
大
内
氏
と
い
う
二
大
勢
力
を
国
内
に
引
き
入
れ
る
結
果
を
招
き
、
伊
予
は

両
勢
力
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
舞
台
と
化
し
た
。
そ
し
て
、
寛
正
年
間
の
伊
予
の

戦
乱
に
お
け
る
大
内
氏
の
幕
府
―
守
護
体
制
か
ら
の
離
脱

（
５０
）

は
、
ま
も
な
く
勃
発
す
る

応
仁
の
乱
に
際
し
、
細
川
氏
率
い
る
東
軍
に
対
抗
す
る
西
軍
の
側
に
大
内
氏
を
登
場

さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
寛
正
伊
予
の
乱
は
伊
予
国
内
の

地
域
紛
争
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
歴
史
的
な
意
味
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。

２１

中
世
伊
予
の
山
方
領
主
と
河
野
氏
権
力



三

平
岡
氏
の
台
頭
と
河
野
氏
権
力

細
川
勢
と
結
ん
だ
大
野
・
森
山
・
重
見
氏
ら
の
敗
退
は
、
彼
ら
の
勢
力
圏
内
へ
の

河
野
氏
の
影
響
力
を
浸
透
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）

に
河
野
教
通
が
忽
那
氏
に
山
崎
・
小
湊
・
松
前
を
宛
行
っ
て
お
り
、
河
野
氏
惣
領
家

が
島
方
領
主
で
あ
る
忽
那
氏
の
権
益
を
伊
予
郡
に
認
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
５１
）

る
。

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
に
は
、
同
じ
く
島
方
領
主
で
能
島
村
上
氏
の
家
臣
島
氏
が

河
野
教
通
（
通
直
）
か
ら
伊
予
郡
の
吾
川
を
宛
行
わ
れ
て
い

（
５２
）

る
。
ま
た
、
同
じ
年
に

河
野
通
直
は
伊
予
郡
の
谷
上
山
宝
珠
寺
に
安
堵
状
を
発
給

（
５３
）

し
、
延
徳
二
年
（
一
四
九

〇
）
に
は
伊
予
郡
玉
生
荘
の
年
貢
納
入
も
河
野
氏
が
請
負
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
（
５４
）

る
。
十
五
世
紀
後
半
以
後
、
伊
予
郡
に
対
し
て
河
野
氏
の
支
配
権
が
強
め
ら
れ
て

い
く
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

森
山
氏
を
細
川
被
官
と
捉
え
る
山
内
譲
氏
は
、
細
川
氏
の
衰
退
が
伊
予
に
お
け
る

旧
細
川
被
官
た
ち
の
河
野
氏
へ
の
従
属
を
惹
起
し
た
と
解
し
て
い

（
５５
）

る
。
し
か
し
、
彼

ら
が
河
野
氏
権
力
に
包
摂
さ
れ
る
根
本
原
因
は
、
細
川
氏
の
衰
退
と
い
う
よ
り
も
、

幕
府
が
地
方
支
配
権
を
放
棄
す
る
中
で
国
成
敗
権
が
守
護
の
も
と
に
一
元
的
に
集
約

さ
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

（
５６
）

か
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
守

護
権
力
の
肥
大
化
と
い
う
全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
現
象
が
、
各
地
域
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
形
で
展
開
す
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
地
域
社
会
状
況
に
即
し
て
読

み
解
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

応
仁
・
文
明
期
の
伊
予
国
守
護
職
の
所
在
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
西
幕
府
が
補

任
し
た
の
は
河
野
通
春
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に
対
し
東
幕

府
の
側
は
通
春
に
対
抗
す
る
河
野
教
通
を
登
用
し
た
と
み
ら
れ
、
細
川
勝
元
死
後
の

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
十
一
月
に
、
教
通
（
通
直
）
は
将
軍
義
政
か
ら
伊
予
国
守

護
職
に
補
任
さ
れ
て
い

（
５７
）

る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
山
方
領
主
た
ち
の
自
立
性

は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
通
直
方
と
通
春
方
の
双
方
か
ら
彼
ら
に
対
す
る

働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
模
様
で
あ

（
５８
）

る
。

一
方
、
細
川
氏
の
伊
予
へ
の
介
入
は
引
き
続
き
認
め
ら
れ
、
と
り
わ
け
山
方
勢
力

に
対
す
る
細
川
氏
の
影
響
力
は
な
お
存
続
し
た
。
年
未
詳
八
月
二
十
八
日
付
の
細
川

政
元
書
状
に
よ
れ
ば
、
浮
穴
郡
の
荏
原
・
久
万
山
に
対
す
る
「
平
岡
競
望
」
を
退
け

る
よ
う
政
元
が
河
野
通
直
に
申
し
遣
わ
し
、
大
野
氏
に
も
協
力
を
求
め
た
こ
と
が
知

ら
れ

（
５９
）

る
。
五
月
十
七
日
付
の
政
元
書
状
で
も
、
久
万
山
の
明
神
�
懸
城
の
合
戦
に
お

け
る
大
野
氏
の
軍
功
を
賞
し
、
宇
都
宮
・
森
山
両
氏
と
相
談
し
て
平
岡
氏
を
退
け
る

よ
う
に
求
め
て
い

（
６０
）

る
。
一
方
、
土
岐
成
頼
が
大
野
氏
に
対
し
て
荏
原
・
久
万
山
に
関

す
る
合
力
を
要
請
し
、
あ
わ
せ
て
土
佐
・
讃
岐
の
細
川
勢
の
合
力
に
言
及
し
た
史
料

も
存
在
す

（
６１
）

る
。
土
岐
氏
が
「
守
護
使
不
入
之
地
」
と
し
て
確
保
し
て
い
た
、
荏
原
郷

西
方
・
久
万
山
内
青
河
等
地
頭
職
の
権
益
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ

（
６２
）

う
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
平
岡
氏
が
荏
原
・
久
万
山
地
域
に
進

出
し
て
土
岐
氏
の
権
益
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
細
川
政
元
は
土
岐
氏
を
支

援
し
て
大
野
・
宇
都
宮
・
森
山
氏
ら
に
平
岡
退
治
へ
の
協
力
を
求
め
た
と
い
う
構
図

で
あ
る
。
細
川
氏
は
平
岡
氏
の
勢
力
伸
長
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
伊
予
の
山
方
勢
力

に
対
す
る
影
響
力
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

（
６３
）

る
。

こ
こ
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
平
岡
氏
は
、
こ
の
頃
か
ら
急
速
に
台
頭
し
て
く
る
一

族
で
あ
る
。
平
岡
氏
の
出
自
に
関
し
て
確
か
な
こ
と
を
述
べ
る
の
は
難
し
い
が
、
伊

予
郡
の
南
部
で
、
浮
穴
郡
と
の
境
に
も
近
い
高
台
に
存
在
し
て
い
る
平
岡
集
落
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
集
落
は
伊
予
郡
の
平
野
部
を
見
下
ろ
す
地
点
に
位
置

し
、
こ
こ
か
ら
は
森
山
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
大
平
地
域
を
眼
下
に
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
平
岡
氏
は
こ
の
辺
り
か
ら
出
て
、
伊
予
郡
・
浮
穴
郡
一
帯
に
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

応
仁
の
頃
、
平
岡
房
近
・
房
景
が
忽
那
氏
に
書
状
を
送
っ
て
提
携
を
は
か
っ
た
史

料
が
存
在
す

（
６４
）

る
。
ま
た
、
文
明
頃
に
は
、
平
岡
房
世
が
二
神
氏
に
対
し
て
二
神
島
公

川

岡

勉

２２



事
に
関
す
る
と
り
な
し
を
行
な
っ
て
い

（
６５
）

る
。
平
岡
氏
は
、
山
岳
部
と
平
野
部
が
交
わ

る
地
域
に
拠
点
を
す
え
な
が
ら
、
忽
那
・
二
神
氏
ら
海
上
勢
力
と
も
接
点
を
も
つ
領

主
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
明
十
三
年
の
石
手
寺
棟
札
か
ら
は
、

石
手
寺
本
堂
以
下
の
再
興
に
あ
た
っ
て
、「
平
岡
殿
」
が
五
本
の
材
木
を
提
供
し
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

（
６６
）

る
。
他
の
国
衆
と
比
べ
て
本
数
の
多
さ
が
目
立
つ
こ
と
か

ら
、
平
岡
氏
の
実
力
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
の
石
手
寺
再
興
の
作
事
に
お
い
て
守
護
河
野
教
通
が
大
檀
那
を
務

め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
平
岡
氏
と
河
野
氏
惣
領
家
の
関
係
の
深
ま
り
を
み
る

こ
と
も
で
き
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
に
は
平
岡
氏
と
河
野
氏
の
関
係
は
い
ま
だ

安
定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。『
築
山
本
河
野
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
枚

（
平
）
岡
下
総
守
は
河
野
通
宣
に
背
い
て
施
里
（
千
里
）
城
に
楯
籠
も
り
、
河
野
氏

庶
流
（
予
州
家
）
の
通
篤
に
通
じ
る
動
き
を
見
せ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
予
州
家
が
衰
退
す
る
十
六
世
紀
前
半
に
は
、
平
岡
氏
は
河
野
氏
惣
領
家

の
権
力
内
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）、

自
立
化
を
は
か
る
宇
和
・
山
方
衆
を
抑
え
る
た
め
、
平
岡
次
郎
や
八
倉
・
仙
波
・
出

淵
・
得
能
氏
ら
が
攻
撃
を
か
け
た
と
さ
れ

（
６７
）

る
。
実
際
、
土
岐
氏
や
森
山
氏
の
姿
は
史

料
上
か
ら
次
第
に
見
当
た
ら
な
く
な
る
。
彼
ら
は
平
岡
氏
の
急
成
長
の
前
に
駆
逐
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

（
６８
）

か
。
そ
の
後
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
史

料
に
は
、
星
岡
雲
門
庵
の
訴
え
を
披
露
す
る
河
野
氏
の
側
近
に
平
岡
尾
張
守
な
る
人

物
が
認
め
ら
れ

（
６９
）

る
。
ま
た
、
永
禄
年
間
に
は
河
野
氏
の
有
力
内
衆
と
し
て
平
岡
房
実

が
活
動
し
始
め
て
お
り
、
房
実
の
子
息
た
ち
は
河
野
氏
の
偏
諱
で
あ
る
「
通
」
字
を

拝
領
し
て
通
資
・
通
倚
と
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。

宮
尾
克
彦
氏
は
、
喜
多
郡
の
津
々
喜
谷
氏
の
女
が
平
岡
房
実
の
室
と
な
り
、
房
実

の
子
息
が
津
々
喜
谷
氏
の
養
子
と
な
る
な
ど
、
天
文
頃
か
ら
平
岡
氏
を
通
じ
て
河
野

氏
の
影
響
力
が
喜
多
郡
に
及
ん
で
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い

（
７０
）

る
。
ま
た
、
浮
穴
郡
久

万
の
大
野
氏
の
場
合
も
、
大
野
利
直
の
時
期
ま
で
は
た
び
た
び
河
野
氏
と
抗
争
を
繰

り
返
し
て
い
た
の
が
、利
直
は
平
岡
房
実
の
女
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
よ
う
で
あ

（
７１
）

り
、

そ
の
た
め
子
息
直
昌
の
時
期
に
は
河
野
氏
の
家
臣
団
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
房
実
の
三
男
直
房
の
妻
は
出
淵
氏
の
女
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

平
岡
氏
は
浮
穴
郡
の
出
淵
氏
と
も
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

（
７２
）

る
。

一
方
、「
屋
代
島
村
上
家
文
書
」
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
村
上
義
忠
の
室
は
平
岡
左

近
将
監
の
女
で
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
村
上
武
吉
で
あ
る
。
さ
ら
に
武
吉
の

次
男
景
親
の
室
は
平
岡
通
倚
の
妹
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
平
岡
氏
は
代
表
的
な
島
方

領
主
で
あ
る
能
島
村
上
氏
と
も
婚
姻
を
通
じ
て
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ

（
７３
）

る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
戦
国
期
の
河
野
氏
が
山
方
領
主
・
島
方
領
主
た
ち
の
も

つ
自
立
性
を
抑
圧
し
て
彼
ら
を
権
力
内
部
に
包
摂
し
て
い
く
上
で
、
平
岡
氏
の
果
た

し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
岡
氏
は
河
野
氏
権
力
の
一
翼

を
担
い
な
が
ら
、
山
方
・
島
方
の
領
主
た
ち
の
統
制
・
組
織
化
に
尽
力
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
戦
国
期
の
伊
予
で
は
国
内
領
主
層
が
守
護
河
野
氏
権
力
の

も
と
に
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
支
配
秩
序
の
安
定
が
図
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
山
方
領
主
た
ち
の
動
き
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
細
川
氏
や
河
野
氏
な

ど
の
守
護
権
力
と
の
関
わ
り
を
跡
づ
け
て
き
た
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
山
方

勢
力
の
主
体
性
が
十
分
に
評
価
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
山
方

勢
力
の
自
立
的
で
主
体
的
な
共
同
行
動
を
基
礎
に
す
え
て
こ
そ
、
彼
ら
の
行
動
パ
タ

ー
ン
が
正
当
に
読
み
解
か
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伊
予
郡
か
ら
浮
穴
郡
に
か
け

て
の
山
岳
部
は
、
歴
史
的
に
み
て
土
佐
と
の
関
係
が
強
い
地
域
で
あ

（
７４
）

り
、
森
山
・
大

野
・
重
見
氏
な
ど
の
山
方
領
主
た
ち
は
守
護
河
野
氏
に
対
抗
す
る
た
め
、
背
後
の
土

佐
か
ら
勢
力
浸
透
を
図
る
細
川
氏
に
絶
え
ず
結
び
つ
く
動
き
を
み
せ
て
い
た
の
で
あ
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る
。こ

う
し
た
山
方
領
主
た
ち
を
統
制
・
組
織
化
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の

が
、
伊
予
郡
南
部
か
ら
出
た
平
岡
氏
で
あ
っ
た
。
平
岡
氏
は
森
山
氏
や
土
岐
氏
の
支

配
領
域
に
食
い
込
む
形
で
急
成
長
を
遂
げ
、
河
野
氏
に
よ
る
守
護
支
配
の
強
化
に
貢

献
し
た
。
と
く
に
永
禄
年
間
の
平
岡
房
実
以
降
、
河
野
氏
権
力
の
中
枢
に
進
出
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

晩
年
の
河
野
氏
権
力
を
支
え
た
家
臣
と
し
て
、
来
島
氏
と
平
岡
氏
の
名
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
島
方
勢
力
の
代
表
格
で
あ
る
来
島
氏
と
山
方
勢
力
の
代
表
格
で
あ

る
平
岡
氏
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
河
野
氏
の
守
護
支
配
が
維
持
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
来
島
通
康
が
死
去
し
て
来
島
氏
の
勢

威
が
衰
え
る
と
、
平
岡
氏
の
占
め
る
比
重
は
一
層
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
。
毛
利

氏
・
大
友
氏
・
長
宗
我
部
氏
な
ど
近
隣
大
名
の
影
響
が
伊
予
に
強
く
及
ん
で
く
る
時

代
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
平
岡
氏
の
動
静
は
最
終
盤
の
河
野
氏
権
力
の
あ
り
方
を
決

定
的
に
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
山
内
譲
『
海
賊
と
海
城
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）、
山
内
譲
『
中
世
瀬
戸
内
海
地

域
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

（
２
）『
予
陽
河
野
家
譜
』
な
ど
に
は
、
伊
予
の
海
上
勢
力
を
指
す
「
島
方
」
と
い
う
呼
称
が

散
見
さ
れ
る
。
一
方
、
文
書
史
料
を
み
る
と
、「
道
前
・
道
後
・
島
表
」（
年
未
詳
正
月

十
五
日
長
宗
我
部
元
親
書
状
、『
愛
媛
県
史
資
料
編

古
代
・
中
世
』
二
四
〇
六
号
、
以

下
『
県
史
』
二
四
〇
六
と
略
記
す
る
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
、
島
嶼
部
が
道
前
・
道
後

地
域
と
並
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、「
河
野
弾
正
少
弼
通
直
御
下
之
衆
少
々
記

焉
」（『
南
行
雑
録
』
所
収
）
に
は
、「
島
衆
」
と
し
て
村
上
・
忽
那
・
今
岡
・
岩
城
・
東

氏
な
ど
の
名
前
が
記
さ
れ
、「
下
島
衆
」
と
し
て
忽
那
・
矢
野
・
寺
町
氏
な
ど
の
名
が
見

え
る
。

（
３
）「
山
方
」
と
い
う
呼
称
も
、『
予
陽
河
野
家
譜
』
な
ど
に
見
え
て
い
る
。

（
４
）
山
内
譲
『
中
世
伊
予
の
領
主
と
城
郭
』（
青
葉
図
書
、
一
九
八
九
年
）、
山
内
譲
『
伊

予
の
地
域
史
を
歩
く
』（
青
葉
図
書
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
５
）
山
内
前
掲
『
中
世
伊
予
の
領
主
と
城
郭
』。

（
６
）
永
享
十
二
・
九
・
三
松
前
某
所
務
職
請
文
（『
県
史
』
一
二
六
六
）。

（
７
）
永
徳
二
・
七
・
十
七
俊
通
奉
書
（『
県
史
』
一
〇
三
九
）。

（
８
）
嘉
慶
二
・
二
・
廿
八
足
利
義
満
寄
進
状
写
（『
県
史
』
一
〇
六
五
）。

（
９
）
応
永
四
・
十
・
十
八
河
野
通
之
遵
行
状
（『
県
史
』
一
一
〇
四
）。

（
１０
）
応
永
廿
五
・
九
・
廿
三
某
宛
行
状
（『
県
史
』
一
一
九
六
）。

（
１１
）
永
享
二
・
正
・
十
一
某
宛
行
状
（『
県
史
』
一
二
二
三
）。

（
１２
）
十
二
・
五
足
利
義
教
御
内
書
写
（『
県
史
』
一
二
四
五
）。

（
１３
）（
文
安
六
）・
三
・
廿
六
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
二
九
五
）、
文
安
六
・
三
・
卅

室
町
幕
府
御
教
書
（『
県
史
』
一
二
九
六
）。
な
お
、
大
野
繁
直
は
森
山
繁
範
の
烏
帽
子

子
で
あ
り
、
次
の
宮
内
少
輔
通
繁
は
河
野
通
春
の
烏
帽
子
子
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
伊

予
史
談
会
文
庫
蔵
「
大
野
系
図
」）。

（
１４
）（
宝
徳
三
）・
八
・
十
九
重
見
通
実
書
状
写
（『
県
史
』
一
三
一
四
）。

（
１５
）（
宝
徳
三
）・
六
某
書
状
案
写
（『
県
史
』
一
三
〇
七
）。

（
１６
）
享
徳
元
・
十
・
廿
六
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（『
県
史
』
一
三
三
〇
・
一
三
三

一
）。

（
１７
）「
公
名
公
記
」
永
享
十
年
十
一
月
十
六
日
条
（『
後
鑑
』
巻
百
六
十
）。『
康
富
記
』
嘉

吉
三
年
五
月
十
四
日
条
に
も
、「
伊
予
国
人
森
山
」
が
中
原
康
富
を
訪
問
し
た
こ
と
が
見

え
て
い
る
。

（
１８
）
石
野
弥
栄
「
守
護
と
国
人
」（『
愛
媛
県
史

古
代
�
・
中
世
』
一
九
八
四
年
）。

（
１９
）
山
内
前
掲
『
中
世
伊
予
の
領
主
と
城
郭
』。

（
２０
）
応
安
五
・
十
一
・
十
三
細
川
頼
有
感
状
（『
県
史
』
九
四
六
）、
卯
・
十
三
細
川
頼
有

書
状
（『
県
史
』
九
四
七
）、
永
和
二
・
十
二
・
廿
六
細
川
頼
之
感
状
（『
県
史
』
九
八

五
）。

（
２１
）
永
和
元
・
十
一
・
廿
一
細
川
頼
有
預
状
（『
県
史
』
九
八
一
）。

（
２２
）
八
・
七
細
川
満
元
書
状
（『
県
史
』
一
一
九
七
）、
十
一
・
十
二
細
川
満
元
書
状
（『
県

史
』
一
一
九
八
）。

（
２３
）
宝
徳
三
・
十
・
廿
三
室
町
幕
府
御
教
書
（『
県
史
』
一
三
一
八
）。

（
２４
）
卯
・
十
八
大
平
元
国
書
状
（『
県
史
』
一
三
一
九
）。

川

岡

勉

２４



（
２５
）
五
・
廿
七
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
三
二
一
）。

（
２６
）
七
・
二
細
川
道
賢
書
状
（『
県
史
』
一
三
二
三
）。

（
２７
）（
明
徳
三
）・
八
・
三
大
内
義
弘
挙
状
（『
毛
利
家
文
書
』
一
三
三
六
）。

（
２８
）『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
二
年
六
月
二
十
七
日
条
。

（
２９
）（
永
享
三
）・
七
・
廿
八
内
藤
智
得
書
状
（『
益
田
家
文
書
』
一
一
五
）。

（
３０
）『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
四
年
十
月
十
日
条
。

（
３１
）『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
四
年
三
月
九
日
条
。

（
３２
）
享
徳
元
年
十
一
月
二
十
五
日
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
に
よ
れ
ば
、
大
野
宮
内
少
輔
は

守
護
河
野
教
通
に
属
し
て
桐
河
城
を
攻
略
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（「
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集

文
書
」『
室
町
幕
府
文
書
集
成

奉
行
人
奉
書
篇
』
三
八
九
号
）。

（
３３
）
川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
３４
）
享
徳
二
・
五
・
十
五
室
町
幕
府
御
教
書
（『
県
史
』
一
三
三
五
）。

（
３５
）『
斎
藤
基
恒
日
記
』
康
正
元
年
十
二
月
二
十
九
日
条
。

（
３６
）
長
禄
四
・
十
二
河
野
教
通
申
状
（『
県
史
』
一
三
六
九
）。

（
３７
）『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
三
年
十
二
月
十
八
日
・
二
十
三
日
条
。

（
３８
）
石
野
弥
栄
「
守
護
大
名
河
野
氏
と
応
仁
の
乱
」（『
国
史
学
』
九
五
、
一
九
七
五
年
）、

山
内
譲
「
教
通
と
通
春
―
伊
予
河
野
氏
と
応
仁
の
乱
（
上
）
―
」（『
伊
予
史
談
』
二
八

二
、
一
九
九
一
年
）。

（
３９
）
寛
正
五
・
六
・
廿
六
重
見
通
�
・
森
山
範
直
・
重
見
元
康
連
署
宛
行
状
（『
県
史
』
一

三
九
三
）。

（
４０
）
寛
正
五
・
七
・
四
森
山
範
直
放
状
（『
県
史
』
一
三
九
四
）。

（
４１
）
寛
正
六
・
二
・
十
六
河
野
通
春
・
同
通
生
連
署
寄
進
状
（『
県
史
』
一
四
〇
二
）。

（
４２
）
寛
正
六
・
六
・
廿
五
室
町
幕
府
御
教
書
（『
県
史
』
一
四
〇
六
）。

（
４３
）（
寛
正
六
）・
六
・
廿
六
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
一
一
）。

（
４４
）『
長
禄
寛
正
記
』
は
、
寛
正
五
年
十
一
月
の
記
事
と
し
て
、
伊
予
国
住
人
河
野
通
春
と

細
川
殿
家
来
が
合
戦
に
及
ん
だ
た
め
、
幕
府
は
細
川
方
に
合
力
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た

と
し
て
い
る
。

（
４５
）（
寛
正
六
）・
八
・
廿
五
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
一
六
）。

（
４６
）（
寛
正
六
）・
九
・
廿
七
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
一
九
）。

（
４７
）（
寛
正
六
）・
九
・
十
七
大
内
政
弘
感
状
（『
県
史
』
一
四
一
八
）。

（
４８
）（
寛
正
六
）・
十
・
十
細
川
勝
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
二
一
）。

（
４９
）
翌
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）、
忽
那
氏
は
恵
良
城
に
在
城
し
て
河
野
教
通
よ
り
感
状
を

賜
わ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
山
内
治
朋
氏
は
忽
那
氏
が
細
川
方
と
交
戦
し
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
（
山
内
治
朋
「
南
北
朝
・
室
町
期
忽
那
氏
の
守
護
河
野
氏
従
属
に
つ
い
て
」

『
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
』
八
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
同
じ
島
方
領
主

で
も
二
神
氏
は
細
川
方
に
立
っ
た
と
み
ら
れ
、
寛
正
六
年
九
月
六
日
に
道
後
で
討
死
し

た
二
神
種
の
功
を
賞
す
る
細
川
勝
元
感
状
が
出
さ
れ
た
と
い
う
（
伊
予
史
談
会
文
庫
蔵

「
二
神
系
図
」）。

（
５０
）
幕
府
は
細
川
氏
か
ら
費
用
を
出
さ
せ
て
伊
予
に
使
節
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

大
内
氏
の
離
反
を
く
い
止
め
る
た
め
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
（『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
六
年
九
月
十
八
日
条
）。
し
か
し
、
十
月
二
十
六
日
に
な
る

と
大
内
政
弘
の
治
罰
を
命
じ
た
幕
府
御
教
書
が
発
給
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
寛
正
六
・

十
・
廿
六
室
町
幕
府
御
教
書
、『
石
見
内
田
家
文
書
』）。
な
お
、
大
内
氏
が
上
意
に
背
い

て
ま
で
河
野
氏
に
合
力
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
河
野
氏
と
の
緊
密
な
関
係
、
伊
予
の

分
国
化
に
成
功
し
た
細
川
氏
と
の
利
害
の
対
立
、
細
川
氏
主
導
の
幕
政
運
営
へ
の
反
発

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
と
く
に
こ
の
反
乱
が
起
き
る
直
前
ま
で
大
内
教
弘
は
幕
府
か
ら
家

督
を
停
止
な
い
し
剥
奪
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
（
和
田
秀
作
「
大
内
武
治
及
び
そ
の
関
係
史
料
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三

十
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
５１
）
文
安
元
・
五
・
十
九
河
野
教
通
宛
行
状
（『
県
史
』
一
二
七
七
）。

（
５２
）
文
明
六
・
十
一
・
十
六
河
野
通
直
宛
行
状
案
（『
県
史
』
一
四
八
三
）。

（
５３
）
文
明
六
・
正
・
廿
一
河
野
通
直
安
堵
状
（『
県
史
』
一
四
七
一
）。

（
５４
）
延
徳
二
・
八
石
清
水
八
幡
宮
寺
社
僧
神
人
等
申
状
（『
県
史
』
一
五
四
一
）。

（
５５
）
山
内
前
掲
『
中
世
伊
予
の
領
主
と
城
郭
』。

（
５６
）
川
岡
前
掲
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』。

（
５７
）
文
明
五
・
十
一
・
廿
二
足
利
義
政
御
判
御
教
書
（『
県
史
』
一
四
七
〇
）。

（
５８
）
応
仁
元
年
九
月
六
日
、
河
野
通
直
の
弟
通
生
は
寒
川
山
の
知
行
を
認
め
る
宛
行
状
を

大
野
氏
に
発
給
し
て
い
る
（『
県
史
』
一
四
二
九
）。
一
方
、
通
生
は
通
春
方
の
大
野
・

森
山
兵
庫
・
重
見
近
江
守
と
戦
っ
て
こ
れ
を
破
っ
た
と
も
さ
れ
（『
築
山
本
河
野
家

譜
』）、
そ
れ
を
示
す
通
直
感
状
も
残
さ
れ
て
い
る
（『
県
史
』
一
四
七
三
）。
応
仁
三
年

五
月
四
日
の
斯
波
義
廉
奉
書
は
、
河
野
通
秋
・
通
生
ら
の
誅
罰
を
大
野
宮
内
少
輔
に
命

じ
た
も
の
で
あ
り
、
大
野
氏
が
西
軍
の
通
春
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（『
県

史
』
一
四
四
九
）。

（
５９
）
八
・
廿
八
細
川
政
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
九
〇
）。

２５

中
世
伊
予
の
山
方
領
主
と
河
野
氏
権
力



（
６０
）
五
・
十
七
細
川
政
元
書
状
（『
県
史
』
一
四
八
九
）。

（
６１
）
七
・
廿
土
岐
成
頼
書
状
（『
県
史
』
一
四
九
二
）。

（
６２
）
文
明
四
・
十
一
・
廿
二
足
利
義
政
袖
判
御
教
書
（『
県
史
』
一
四
六
七
）。
伊
予
の
土

岐
氏
に
つ
い
て
は
、
山
内
前
掲
『
伊
予
の
地
域
史
を
歩
く
』
を
参
照
。
山
内
氏
は
、
久

万
山
内
青
河
が
現
在
の
美
川
村
大
川
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
６３
）『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
分
の
末
尾
に
は
、「
伊
予
国

細
川
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
伊
予
の
守
護
が
細
川
氏
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（
６４
）（
応
仁
二
）
正
・
廿
五
平
岡
房
景
・
同
房
近
連
署
書
状
（『
県
史
』
一
四
三
四
）。

（
６５
）
十
・
九
平
岡
房
世
書
状
（『
県
史
』
一
五
三
一
）。

（
６６
）
文
明
十
三
・
五
・
廿
石
手
寺
棟
札
（『
県
史
』
一
四
九
六
）。

（
６７
）『
予
陽
河
野
家
譜
』。

（
６８
）
山
内
譲
氏
は
、
戦
国
期
の
森
山
氏
は
河
野
氏
に
被
官
化
し
た
も
の
と
み
て
い
る
（
山

内
前
掲
『
中
世
伊
予
の
領
主
と
城
郭
』）。
ま
た
土
岐
氏
に
つ
い
て
も
、
河
野
氏
外
様
の

家
臣
団
に
組
み
込
ま
れ
た
の
ち
、
戦
国
末
期
に
浮
穴
郡
か
ら
野
間
郡
に
移
っ
た
と
し
て

い
る
（
山
内
前
掲
『
伊
予
の
地
域
史
を
歩
く
』）。
し
か
し
、
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
平

岡
氏
の
勢
威
を
前
に
し
て
、
森
山
・
土
岐
両
氏
が
甚
だ
影
の
薄
い
存
在
に
な
る
こ
と
は

否
め
な
い
。

（
６９
）
七
・
廿
七
如
意
庵
文
書
案
（『
県
史
』
一
七
五
四
）。
平
岡
尾
張
守
は
、
平
岡
上
野
守

と
と
も
に
「
河
野
弾
正
少
弼
通
直
御
下
之
衆
少
々
記
焉
」（
前
掲
）
に
も
そ
の
名
が
見
え

て
い
る
。

（
７０
）
宮
尾
克
彦
「
鳥
坂
城
合
戦
考
―
永
禄
年
間
の
伊
予
に
お
け
る
戦
国
諸
勢
力
の
展
開
に

つ
い
て
―
」（『
文
化
愛
媛
』
三
五
、
一
九
九
四
年
）。

（
７１
）
伊
予
史
談
会
文
庫
蔵
「
大
野
系
図
」。

（
７２
）『
萩
藩
譜
録
』
所
収
「
平
岡
系
図
」。

（
７３
）
得
能
弘
一
「
戦
国
期
に
お
け
る
海
賊
衆
能
島
村
上
氏
の
動
向
―
河
野
氏
と
の
関
係
を

中
心
と
し
て
―
」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
八
三
、
一
九
九
八
年
）。

（
７４
）
近
世
に
は
久
万
山
地
域
は
松
山
藩
領
と
な
り
、
土
佐
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
久
万
町

村
に
代
官
所
が
置
か
れ
た
が
、
代
官
は
常
駐
せ
ず
在
地
の
独
立
的
な
面
が
強
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
三
坂
峠
に
源
を
発
す
る
久
万
川
が
太
平
洋
側
に
向
か
っ
て
南
流
す
る
こ
と

か
ら
み
て
も
土
佐
と
の
関
係
は
深
く
、
土
佐
藩
の
農
民
た
ち
が
国
境
を
越
え
て
久
万
山

に
逃
散
し
て
く
る
と
い
う
事
件
が
何
度
か
起
き
て
い
る
。

（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
二
日
受
理
）

川

岡

勉

２６


